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曜静

午
議
7
時

i
午
後
8
時

お

識も

抄

テ
ー
マ
・
建
議
だ
か
も
笑
え
る
ね

骨造

3
尚
河
川
山
門
口
〈
印
刷
〉
、
後
総
瀦

7
に
伴
う
キ
榔
純
潔
総
務
滋
診
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
滋
挙
山
跡
、
融
制
緩
唆
鱗
け
る一

平
然
織
の
録
制
胤
牽
鑓
い
、
そ
の
級
一
り
は
あ
だ
る
m
期
謝
申
を
滋
ぷ
大
切
な
滋
診
で
昔
、
術
開
闘
の
絞
め
策
面
踊
な
一
票

判
、
、
国
用
問
賦
を
託
す
人
を
滋
H
M
噛
執
し
よ
う
。
仲
明
也
相
、
設
議
中
酎
は
郵
送
怒
れ
た
絞
醐
概
蹴
例
議
議
裁
判
K
ご
酔
時
田
制
く
だ
お

い
。
ま
だ
、
祭
欝
臼
総
会
的
緩
い
方
抵
、
杢
在
塞
輔
殺
さ
岬
儀
〈
絞
長
。
ー
璽
禽
潔
緩
欄
禁
日

盟
午前10時~午後 4時

方華道

!ま草壁

投
轍
織
で
嘗
る
語

持
両
前
で
き
る
ふ
々
は
、
次
的
一
繋
件
今
後

之
「
減
給
一
♂
十
策
本
久
遜
帯
人
名
簿
」
に

鉄
総
寄
れ
て
い
る
方
で
す
場

①
開
唱
和
U
H
年
3
n
月
山
凶
器
以
愉
附
に
生
ま

れ
た
方

像
耐
哨
制
判
的
加
平
日
間
片
山
師
日
ま
で
に
転
入

凶
刷
出
向
脅
し
、
削
引
き
続
き
選
挙
棉
明
日
ま
で

際
紛
し
て
い
る
方

③
一
公
職
選
挙
法
に
胡
刷
機
す
る
滋
学
級

と
被
選
挙
緩
め
移
訟
を
受
け
て
い
な
い

方

盤鰭線鶴趨11

務
5
沼
健
康
ま
つ
り
が
、
3
月
4
・

〈

4

・5
自
由
コ
ー
ナ
i
v

F
3
呂
町
商
U
M

傑
拍
悶
セ
ン
タ
ー
で
刊
行
わ
れ
@
脇
陣
感
チ
ェ
ッ
ク
3
i
ナ
i
ず
ん

ま
す

E

従
来
的
コ
ー
ナ
ー
に
知
加
え
、
新
コ
ー
ル
徐
綾
制
判
後
ヂ
凡
ト
、
手
の
ひ

し
い
食
制
闘
が
帥
端
的
ソ
だ
く
さ
ん
よ
}
物
車
線
、
ら
火
務
相
関
テ
ス
ト
、
車
庄
、
鶴
治
癒

ご
威
厳
お
そ
ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
患
い
偽
な
ど
の
チ
Z

ツ
ク
を
己
引
い
ま
す
の

〈

イ

ベ

ン

ト

〉

@

内

ヤ

極

秘

緩

織

の

抽

型

機

麓

相
聞
$
月
4
悶
叫
〈
よ
思
〉
中
後
、
.. a
時
1
3
時
V
m
同
時
3
n
a
後
関
{
や
ふ
〉
中
後
1
時

移
寸
劇
叶
紬
問
機
的
忍
び
L
i
あ
る
病
申
患
で
給
分
)
3
3
時
却
分
、
3
汚
5
日
(
日
)

約
金
額
|
健
康
男
ょ
う
ι宮
内
智
恵
ん
や
的
問
山
川
崎
i
正
午

に
よ
る
剥
で
す
。
お
燕
し
み
は
稔
@
議
み
が
き
指
噂
コ
ー
ナ
ー
サ
リ

*
健
席
皿
作
文
組
問
榊
統
合
中
削
淡
町
脇
田
さ
ん
パ
ス
タ
i
テ
ス
ト
で
機
号
つ
の
う
み

か
ん
移
築
し
た
輪
開
燦
じ
関
す
る
体
設
談
う
の
チ
急
ソ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

e

合

終

殺

し

す

す

。

。

餓

殿

山

い

で

き

る

健

康

法

竹

ふ

み

、

*
ア
ト
一
フ
ク
ン
ョ
ン
ス
ト
?
多
数
ば
タ
オ
ル
体
操
、
バ
ラ
ン
ス
傑
燦
泌
を

し
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ
ー
な
ど
の
楽
し
あ
な
た
も
ど
(
つ
ぞ
。

い
ゲ
ー
ム
を
行
い
歩
す
。
品
暗
然
柚
融
機
滋
雌
捌
務
災
融
問
雌
部
官
民
年
間
制

緩
$
閥
均
診
口
同
(
刻
〉
午
後
Z
碍
3
3
時
に
つ
い
て
的
慾
論
議
査
や
体
設
談
な

務
総
も
で
き
る
医
者
と
し
て
符
お
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

中
島
英
雄
氏
(
中
世
鮮
総
滋
特
級
外
科
@
日
皿
金
コ
ー
ナ
ー
帥
J
誌
の
中
島
米

病
院
袋
、
湾
総
家
袋
、
検
約
一
指
)
的
議
お
に
ぎ
り
と
線
山
け
の
試
食
。

袖
酬
と
掛
惜
し
い
務
泌
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
命
線
叩
4
1
ナ
i
正
し
い
薬
的
欽
A

wv
隊
演
吋
笑
い
と
健
康
」
方
、
餓
燦
茶
丹
試
飲
、
薬
草
者
総
A
N
e

wv
落
鱒
寸
炭
綜
洛
緑
時
代
い
亨
剛
問
い
合
わ
せ
即
時
終
セ
ン
タ
ー

ヰ
う

按
額
所
盤
饗
欝

畿

郵

送

投
務
所
整
漆
券
(
2
各
必
統
)
は
も
今

包
郵
送
し
ま
し
た
。
投
線
開
ま
で
大
開
加

に
保
督
し
て
く
だ
き
い
。
万
一
紛
生
し

た
り
、
戦
勝
等
で
お
手
元
に
印
掛
か
な
か

っ
た
議
会
は
、
選
準
人
名
簿
に
鉄
総
務

れ
て
い
れ
ば
投
票
で
器
ま
す
の
管
、
品
一

日
投
票
続
的
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
窃
な
お
、
絞
殺
券
は
本
人
以
外
時
世
間
市

で
静
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
人
が
抽
出
綴
寸
る

と
協
せ
ら
れ
ま
す
。

繰
鱒
諸
民
替
は

ハ
ツ
キ
リ
む

あ
な
た
の
大
切
な
…
畿
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
本
総
滋
P
無
効
投
票
と
な
る
出
場

合
が
抄
な
〈
島
り
ま
せ
ん
。

投
票
日
に
は
、
投
票
所
内
向
泌
総
合

の
ほ
か
入
口
付
滋
に
午
線
縦
知
事
幾
挙

立
然
補
者
内
氏
名
が
総
説
書
れ
て
い
ま

守't)ベ回診

す
の
で
、
よ
く
縫
か
め
て
机
制
緩
綴
紙
的

一
前
後
欄
に
ハ
ッ
々
り
と
餓
補
者
の
氏
名

を
惜
怖
い
て
〈
だ
さ
い
。

な
お
、
投
薬
用
紙
は
然
様
殺
の
氏
名

的
ほ
か
に
最
骨
な
ャ
}
と
を
級
戦
す
る
と

無
効
と
な
り
ま
す
。

補

者

は

選

挙

公

報

で

調
描
胤
帯
公
蛸
怖
は
、
容
体
構
殺
の
み
な
さ
ん

に
後
総
翁
内
寸
顔
写
蒸
ヘ
氏
名
」
「
所
滋

政
党
「
経
歴
し
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
千
織
同
町
熔
挙
管
幽
明
後
財
閥
会
か

ら
同
泥
沼
行
事
れ
る
も
的
ぞ
す
。

3
月
間
M
H
n
~
本
)
発
行
肉
親
叩
判
に
新
幽
閉

折
り
込
み
匹
、
副
島
布
し
ま
す
。
な
お
、
齢
制

脳
間
未
踏
読
者
の
だ
に
は
線
総
し
ま
す
が
、

市
役
所
、
中
丸
叫
問
、
波
線
セ
ン
タ
ー
、
志

向
各
欲
絡
に
も
離
問
点
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
創
刊
綴
〈
だ
幸
い
。

3容

器

投

翼翼

投
議
日
に

S
分
の
投
票
区
内
隊
機
外

で
仕
事
を
す
る
方
、
総
入
内
総
議
等
や

台
を
品
貯
な
い

mw蜘
寸
中
市
外
に
旅
行
中
町

市
民
体
育
館
は

金
一
簡
休
援
し
ま
す

3
月
四
日
、
選
出
融
会
糊
憾
と
な
る

京
国
民
体
管
餓
は
、
終
川
口
金
額
休
耐
陥

〈
脳
出
向
精
機
、
町
一
ナ
ユ
ス
コ
i
F含
む
)

い
た
し
ま
す
俗
日
体
育
課

g

島
、
病
気
や
お
緩
な
ど
件
、
術
総
に
入
隊

す
る
予
俗
的
中
n
は
、
3
月
凶
日
ま
で
に

宮
中
森
数
校
総
者
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
れ
ベ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
機
内
斑

摘
援
や
老
人
ホ
l
ム
に
入
っ
て
い
る
方

は
、
そ
の
様
で
娩
駁
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
@

wv
湖
町
問
3
湾
施
日
(
土
)
ま
で

wv
時
間
午
議
0
6

時
泊
分
か
ら
午
後
S

時
ま
で
。
土
叫
輔
、

uM
酬
明
m
m
も
行
っ
て
い

ま
す
。

樹
曹
蝉
噌
蹴
附
市
民
会
舘
議
選
挙
管
滋
露
関

A

宮
ず
し
ハ
プ
事
務
塗
(
4
4

間
樹
祭
臨
糊
)

V
持
参
す
る
も
の
総
印
と
絞
察
所
熊

雨
情
券
{
灘
滋
者
れ
て
い
る
方
)

d

司
本
議
議
後
猿
所

対反対長邑本 軍機使用のiι 基

明るい選挙措進協議会

中
ピ
ヂ
オ
記
念
撮
影
会
モ
i
ポ
ト
口
タ

l
絞
車
場
午
前
回
時
給
分
3
日
時

ン
(
大
笠
一
画
一
由
付
笈
伝
単
勺
車
i
ド
カ
却
分
*
浴
仲
間
努
つ
〈
し
批
判
決
議
一
昨

l
等
に
よ
る
「
い
ニ
フ
ね
滋
鞍
L
ど
~
ア
オ
駐
車
場
午
後
支
持
1
2
時

わ
部
品
時
機
総
会
金
略
行
い
ま
す
a
ま
た
、
総
争
務
総
一
朗
軸
間
酬
問
、
ボ
デ
ィ
ー
パ
ネ
ル

紛
や
一
γ

ス
3
y
L
a
人
形
も
配
布
し
ま
す
。
織
布
市
内
事
業
所
の
訪
問
や
漆
滋

v
a稜
3
2
認
さ
*
係
機
セ
ン
室
内
協
力
に
よ
る
秘
義
的
数
へ

の
ボ
デ
ィ
ー
パ
ネ
凡
滋
布
な
ど
で
投

察
挙
制
雌
を
ゆ
吋
ぴ
か
け
ま
す
e

事
絞
殺
一
一
宵
街
顕
啓
発
3
H
月
日
制

措
臨
め
一
向
君
、
市
内
各
政
で
総
緩
和
世

加
の
呼
び
か
け
と
勝
批
判
物
資
者
総
布

事
明
る
い
綴
帯
ポ
ス
タ
ー
鹿
3
R

8
日
i
叩
仲
良
ま
で
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
に
ポ
ス
タ
i
の
径
詩
作
品
食
品
掛
川
郡

信組

議

長主L下121 
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-mで
は
、
来
径
療
が
お
殺
し
い
芸
品
を
採
開
閉
し
て
絞
枇
闘
の
飢
滋
綴
綴
蹄
離

を
無
く
し
て
い
く
竃
叉
で
診
。
そ
の
ゅ
の
と
忽
る
も
の
が
、
市
惑
酎
回
線
議

後
震
の
股
盤
と
妥
雲
市
白
総
裁
の
襲
設
に
闘
す
る
轟
C

の

線
行
で
ザ
術

後
置
自
転
車
仁
よ
る
終
擦
に
は
、
次
田
周
辺
町
宇
遊
‘
線
総
殺
が
尚
同
紙
議
に
占

り
よ
う
な
も
わ
が
あ
9
ま
す
。
総
書
札
、
本
来
的
機
能
が
ゑ
か
せ
な
い
歳

。
袋
一
消
線
描
棋
の
題
審
安
廿
者
的
漆
待
。
郷
市
鎚
醐
棋
の
隆
容
無
秩
序
、
総
数

防
寒
、
交
滋
感
欽
の
縁
関
等
安
全
土
の
な
般
車
救
出
慌
時
、
山
馳
指
輪
車
で
級
志
向
美
相
鶴

岡
町
鐙
通
教
念
事
、
消
防
部
絡
め
緊
急
揺
を
著
し
く
綴
祭
ず
る
の

齢
期
的
脇
陣
害
、
付
近
衛
岩
内
営
綴
級
資
@
盗
艦
購
事
件
の
多
発
磁
滅
的
総
が
昨
日

。
総
務
酬
明
能
の
低
下
談
機
広
場
、
総
魯
開
明
か
れ
協
い
叡
周
辺
駐
車
内
開
戦
車
は
、

銭752鐙 誘導。

閣
判
官
視
総
岡
崎
喜
れ
て
い
る
同
盟
問
再
融
問
機
保

険
後
綴
険
機
銃
〈
級
品
防
〉
お
よ
び
、
題
民

鍵
康
保
険
退
職
後
線
検
品
制
緩
(
滋
ク
リ

i
ム
色
〕
は
、

3
月
話
器
〈
品
説
〉
昨
有
効

棚
網
棚
酬
が
切
れ
、

4
何月
1
日
か
ら
は
俊
闘
用

で
き
ま
せ
ん
u

そ
こ
で
、

3
月
中
に
毅

し
い
魁
民
総
滋
保
険
機
似
検
殺
緩
(
ア

イ
ポ
リ
i
色
)
お
よ
V
、附闘院内総雨期間悼

険
滋
蜘
制
緩
探
検
者
証
(
う
す
京
総
)
へ

的
資
料
相
子
絃
き
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
酬
明
制
刊
的
脳
部
l
ぬ
け

1
日
か
ら
同
国

民
健
康
保
除
法
的
…
綴
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
寸
災
謀
、
そ
の
偽
絞
令
で

泌
め
る
将
帥
判
的
事
情
以
外
的
制
脱
出
で
後

民
総
燦
仰
開
臨
機
制
棋
を
滞
納
し
た
場
合
L

は、

国
間
同
線
療
保
総
帥
概
傑
険
お
註
を
返
却
思
し

て
い
た
だ
〈
ζ
と
が
あ
ハ
ソ
ま
す
め
で
ご

総
慾
〈
だ
さ
い
。

盗
難
に
浪
い
や
す
い
。
禁
止
双
山
瑚
に
鐙
殺
し
ま
十
。

こ
の
主
フ
に
、
句
、
ム
日
ぐ
ら
い
い
と
今
後
も
‘
蕊
炉
転
中
車
絞
単
機
内
務
翁
‘

い
う
気
持
ち
で
置
く
自
転
車
か
ら
事
ま
絞
液
祭
止
官
民
墳
の
指
定
を
行
っ
て
い
く

ざ
ま
な
弊
潔
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
宝
物
純
で
す
が
、
主
旨
を
ご
理
解
い
た
幻

事
‘
仲
臨
み
よ
い
衡
に
す
る
た
め
、
皆
様

の
ご
慈
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
時
期
予
駅
秘
口
潟
盟

を
般
罰
禁
立
区
織
広

泌
臼
自
転
車
燈
議
織
の

申
し
込
み
は
お
皐
め
位

そ
ニ
で
衝
で
は
，

4
m月
1
日
か
ら
「
我

孫
子
市
街
紙
樹
略
的
放
後
紡
止
に
間
関
す
る

条
例
L

を
議
行
し
、
公
共
内
総
務
で
訟
我
孫
子
紋
北
口
隊
紙
樽
験
準
機
内
定

級
事
等
的
教
覆
を
防
止
す
る
必
酬
慣
が
あ
酬
明
使
問
問
申
し
込
み
は
、

3
R
3
抑
制
〈
余
)

晶
、
丸
緩
め
ら
れ
る
区
域
を
亘
転
車
放
ま
で
。
ご
希
望
的
方
は
、
早
め
位
お
申

議
祭
武
紋
織
い
と
し
て
品
輸
湾
こ
の
区
し
込
み
く
だ
普
い
q

崎
地
内
に
放
機
き
れ
た
総
私
棋
は
、
強
制

V
蚤
付
場
所
我
孫
子
総
花
器
隆
転
車

柏
町
に
移
送
、
保
管
を
行
い
放
機
閥
転
車
齢
駐
車
場
仮
事
務
所
(
中
イ
夕
日
パ
ス
}

に
よ
る
弊
申
背
骨
を
く
し
て
い
き
ま
す
。

V
時
一
向
午
能
8
持
部
分
1
午
後
5
時

キ
附
酬
は
、
滋
内
制
的
自
転
車
時
畦
車
総
甲
問
い
合
わ
せ
議
決
生
活
課

が
で
き
る
数
孫
子
紙
北
口
鶴
辺
を
放
霊

鞍車湯割F軽鍵持資

新

方

法

@
議
接
曲
師
十
滋
に
よ
る
獲
続
出
方

直
接
世
帯
主
的
労
へ
吋
綴
縫
い
じ
て
綴

滋
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
畿
地
印
後
議
絞

め
総
統
に
綴
号
が
な
い
か
確
認
的
う
え
、

必
ず
抑
制
緩
傑
険
脅
粧
を
お
銭
年
金
譲
給

付
係
ま
た
は
、
会
多
附
へ
滋
濯
し
て
く

だ
さ
い
。

。
吋
臨
ん
幅
削
に
つ
い
て
」
市
町
遂
倒
的
ハ
ガ
今

が
符
っ
た
方

次
の
も
の
を
脇
村
療
の
う
え
、
沼
田
博
年

金
謀
給
付
録
ま
で
お
総
し
〈
だ
き
い
。

ゑ
翠
す
る
・
ち
の
v

術
院
終
に
つ
い
て
の
ハ
ガ
キ
‘
山
叩
掛
幽
、

間
後
線
検
品
骨
紙
、
昭
和
円
相
年
度
国
保
税

措
開
校
舎
地
身
分
を
け
蹴
酬
明
す
る
も
の

〈
凪
Z

付
期
間
v

3
月
1
日
(
本
)
か
ら
ね
日
(
余
〉
ま
で

受
付
時
移

午
前
9
時
か
ら
ね
時
納
分

午
後
1
時
純
分
か
ら
4
時

(
士
総

aは
正
午
ま
で
)

な
お
、
問
問
時
に
納
税
務
談
も
行
い
ま

す
め
で
、
ど
制
刊
緩
く
だ
さ
い
a

相
マ
問
い
合
わ
せ
縁
組
再
年
金
環
給
付
係

国語
鴎議

し
て
、
ね
た
き
り
ま
た
は
潟
系
緑
町
状

態
に
あ
る
た
め
殺
時
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
郎
総
以
ふ
的
方
(
火
正
日
年
2

u
月
三
日
以
前
ゑ
ま
れ
)

ゆ
本
年
2
月
分
的
隊
撚
口
憎
ん
綴
祇
学
一
治
、

柏
村
州
側
附
開
漆
殺
必
十
滋
ま
た
は
一
福
祉
手
小
川
ぺ

{
総
議
機
縁
仏
四
〉
金
受
給
で
き
る
方

∞
た
だ
し
、
務
機
闘
に
お
い
て
然
降
、

①
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
(
献
闘
機
特
別
診
療
婦
、
老
人
mw綾
鴻
設
に
総
統
し
て

手
品
吋
特
別
手
当
，
健
療
管
越
帯
当
、

3
か
拘
円
を
越
え
て
人
世
間
(
関
市
相
関
部
日

係

燃

や

幾

)

丹

羽

時

以

前

か

ら

の

入

後

)

し

て

い

る

∞
基
準
日
い
い
お
い
て
本
部
2
月
分
の
持
方
、
社
会
総
統
総
数
に
入
所
し
て
い
る

判
明
児
章
扶
養
手
当
的
党
総
対
象
ξ
な
る
方
、
恩
師
梢
に
姿
認
さ
れ
て
い
人
t
nや
祭

隊

巾

世

田

ん

の

方

穫

祭

託

者

に

委

託

き

れ

て

い

る

対

は

州

片

山
川
務
総
お
に
お
い
て
叩
設
以
上
の
だ
柏
駅
外
と
な
り
ま
す
。

〈
大
統
8
年
立
制
月
1
m
m
以
総
生
ま
れ
)
で

1
i
i
i
i
i
l
-
-
i
i
i
iノ

志

足

利

棋

士

ず

識

制

明

快

燃

は

殺

す

る

方

一

一

損
害
回
年

11議
長
入
き
一
聾
鯖
方
法

れ

た

方

は

、

前

住

所

地

的

非

捕

齢

制

帆

絞

明

…

…

数
者
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
命

*

l

l

、

同
右
総
m
w
s
紛
に
総
当
す
る
場
合
で
も
、
山
山
申
繍
機
に
つ
い
て
は
、
主
給
対
象
者

基
準
日
に
お
い
て
ゑ
跡
的
保
織
を
受
け
て
に
3
月
6
8犠
騨
滋
い
た
し
ま
す
。
必

い
る
方
や
栓
会
指
摘
栓
総
設
に
入
部
閉
さ
れ
描
軍
事
項
を
記
入
し
、

3
月
刊
紙
ま
で
に

で
い
る
ぢ
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
放
に
羽
織
一
線
へ
縫
出
向
し
て
く
だ
さ
い
“

お
い
て
制
判
的
対
応
措
設
が
と
ら
れ
る
た
な
お
、
議
か
ら
申
務
審
が
鼎
郵
送
さ
れ

め
対
象
外
と
令
り
ま
す
翁
な
か
っ
た
カ
で
、
総
時
議
後
狩
務
給
付

な
お
、
泊
所
r

明
暗
凶
幽
)
総
経
絡
で
渇
跨

サ
l
ピ
ス
を
受
け
て
い
る
万
や
税
制
概
説

人
ホ
!
ム
等
の
終
的
型
的
施
設
に
人
淡

寄
れ
て
い
る
方
で
ω
E
M叫
に
該
当
す
る

場
合
は
支
給
対
和
紙
と
な
り
ま
す
，

務
総
綴
総
統
金
、
特
別
陣
容
者
孟
必
}
の
祭
給
綴
松
戸
}
の
生
活
の
安
定
ど

器
の
受
慾
欝
の
在
宅
ね
た
き
り
奪
入
室
内
科
警
る
在
宅
産

の
支
援
の
た
め
、
綴
議
総
雪J
斡
笠
置
(
一
持
参
乏
議
占
的
れ
を
と

に
な
り
ま
し
た
。
側
同
体
的
滋
茨
絶
対
縁
者
や
支
絡
の
方
法
な
ど
は
次
の
た

お
り
で
一
考
支
給
帯
受
け
よ
う
と
ザ
ゑ
謡
、
司
祭
給
申
続
審
に
品
回
裏
警
告

総
入
し
、
線
滋
繰
に
佃
概
偏
向
し
て
く
だ
さ
い
。

恥

ω2月
1
5
(基
準
日
)
に
お
い
て
‘
本

年
2
H月
分
的
次
的
い
ず
れ
か
の
年
金
ま

た
は
チ
滋
を
受
給
で
き
る
方

③
者
品
師
縞
祉
部
品
班

②
臨
再
現
回
基
礎
年
金
丹
う
ち
陥
隊
療
機

後
年
金
に
総
選
す
る
も
の
〈
就
食
時
航

機
附
的
総
持
・
4

骨
格
・
め
左
か
ら
5
桁
回
目
左

6
紛
尚
闘
が
A
W
L
ま
た
は
「
括
~
に
該
当

す
る
も
の
)

③
国
高
家
扶
養
手
当

像
機
市
誕
百
相
続
押
祉
手
当

偽
務
総
隊
惨
劇
明
事
滋

③
総
社
説
J
4
淵
〈
叫
枇
渦
糊
持
暗
殺
分
)

間
四
定
資
産
譲
税
ム
日
制
棋
は
‘
附
閥
蜘
品
淡

絞
め
状
況
及
び
飯
裕
等
が
登
録
き
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
雄
一
づ
き
平
成
一
五
年

皮
肉
同
期
総
索
機
制
慨
が
決
波
書
れ
ま
す

a

間
唱
和
的
年
I
R
1
自
滅
緩
い
い
お
い

て
之
助
地
・
饗
墜
な
ど
の
題
点
鳥
策
総
合

紛
議
し
て
い
る
労
は
、
こ
の
機
会
に

登
鈴
山
内
終
的
機
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

6

た
だ
し
、
終
爽
で
一
誌
が
る
お
は
所
有

者
・
納
税
管
理
人
及
び
そ
の
幾
何
税
金

後
け
婆
佼
状
等
を
持
参
し
た
方
に
絞

り
ま
す
修

マ
蝉
職
務
線
開
問

3
阿

n
I
U
H
〈
本
)
か
ら

加

8
(月
)
ま
で
の
午
的
削
8
時
間
制
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
{
ホ
怒
り
"
の
午
線

設
酬
明
日
は
除
く
)

V
縦
覧
場
所
・
問
問
い
合
わ
せ
課
税

課

一
台
融
臨
調
韓
盆

「
斑
輪
一
鱈
豊
田

ω基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
織
を
受
け

て
い
る
方
か
、
+
市
民
税
非
課
税
滋
緩
ま

た
は
均
等
制
倒
的
み
護
観
世
僚
に
属
す
る

方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
銭
滋
す
る
方
。

車
沼
和
田
年
1
月
1
割
以
縁
日
い
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
伎
証
明
叫
地
内
診
緩
和
帆
お
よ

が
均
等
制
酬
の
み
課
税
の
誌
明
奮
を
務
付

し
て
い
た
だ
事
ま
す
。

①
批
帯
数
段
に
お
い
て
6
か
月
以
上

(
昭
和
田
年
8
m
月
1
時
以
前
か
ら
〉
綴
判
明

臨時福祉給付金
支給対象者 1人につぷ 1万円

122 

臨時介護措祉金
支結対象者 1人につき日万円

殺
に
綴
翁
す
る
と
悠
わ
れ
る
方
は
、
判
明

山
時
制
緩
ま
で
瑚
し
お
で
く
だ
さ
い
。

∞
給
付
余
は
、
出
議
機
附
篠
山
山
後
、

A
-
給

資
絡
が
認
定
さ
れ
次
第
鍬
行
機
込
に
よ

り
交
錯
し
ま
す
.

V
燃
い
会
わ
せ
左
記
各
銭
高
一
環
へ

機祉課罪主望害事選後全長

極tJl綴恋人主語主上係

翼手生霊華社会係

連事態日においてお高差以上の方て¥市民絞
殺護軍経世帯に綴している方

お議以上的ねたきり老人

65重量以上め綴長込書事老人

甲年金・者手当等の援要請により階い会あせ先が異なります。

原爆被爆袋線手当
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4ま、

長く、
考~>

木Jt
縦しき
t少だん
み よと

E高官荒連関

こ
の
時
刻
の
赤
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
赤
ち

ゃ
ん
体
擦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
乎
織
を

よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母
さ
ん
の

時
間
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
絞
殺

を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

棒
茎
て
ぜ
H
V
お
い
で
〈
だ
さ
い
。

V
栢
殿
内
容
身
体
許
制
問
、
緑
ち
ゃ
ん

休
明
棚
、
品
別
養
相
相
談
、
検
特
相
相
談
、
同
体
綾

域
内
相
訟
な
ど

轟
議
緩
臼
程

車
乳
児
鱒
診
は
母
子
健
康
手
緩
的
線
制
何

者
(
3
3
6
か
月
思
、

9
1
u
u
か
四
月
用
)

や
品
利
用
し
援
療
機
関
で
受
け
ま
し
さ
九

十
ツ
ベ
レ
て
ク
リ
ン
緩
総
ヘ
一

一
滋
よ
び
樹
判
定
γ

開
M
G
G
4

V
対
象
問
削
粉
関
年
目
月
以
淡
に
ゑ
ま

れ
、
…
療
も
8
C
G
接
持
慨
を
受
け
て
い

な
い
乳
幼
用
品
〈
総
和
郎
年
時
月
、
日
純
丹

生
ま
れ
の
お
子
き
ん
に
は
漁
料
註
守
V

V
時
制
問
午
後
1
時
間
分
か
ら
2
時
加

分
ま
で

V
持
品
世
母
子
健
康
相
寸
綴

出
用
目
覚
熱
な

rLV統
合
と
き
は
主
治
耐
院
比

棺
札
制
め
後
お
い
で
〈
ど
島
市
り
い
。

d

句
、
三
反
務
よ
び
籾
慾
国
口
C
G日
程

ツ
ベ
ル
タ
り
ン
反
応
一
輔
窓
側
m
C
G

S
丹
7
日
(
火
二

3
丹
9
2
{
木
)

お<F

胤杢い
…r そ

大 島抱2〈

手が奨み意

る刊
の~ 13 

溝一議
J

齢
制
こ
り
や
居
間
擦
で
悩
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
品
一
毘
は
錨
刷
例
制
制
緩
も
お

安
け
し
辛
す
の
で
お
お
刷
絡
に

rヲ
ぞ
c

v時
間
午
後
1
時
部
分
か
ら
3
持
部

分
〈
受
付
や
後
1
時
か
ら
1
持
制
分
一

wv
申
し
込
み
係
輪
開
セ
ン
タ
ー
へ
電
緩

ま
た
は
叫
際
機
お
い
で
〈
だ
さ
い
。

4

司
舗
と
り
・
回
答
翠
繋
幽
鴨

「
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
」
に
縄
戦
す
る
部

ち
ゃ
ん
を
募
一
集
し
ま
す
。

V
判
明
象
昭
和
的
都
中
に
生
ま
れ
た
中
部

ち
ゃ
ん
〈
剛
吋
女
各
辺
名
将
皮
〉

V
応
募
方
法
ハ
庁
キ
に
総
務
、
即
時
綴

者
氏
名
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
、
ル
思
革
関
月

間
目
、
紳
防
総
、
電
議
番
券
金
明
町
叫
L.
我

我
子
1
8
5
8
術
後
併
広
報
広
務
総
ま

で
申
L
込
ん
で
〈
だ
さ
い
。

鍵
療
メ
モ

昔
的
幾
世
阜
の
お
伸
揮
さ
ん
は
、
分
絞

め
渡
的
ま
で
問
題
で
賠
綴
え
を
し
た

り
、
議
下
町
山
纏
泌
が
け
を
や
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。
浅
代
的
都
会
的
女

殺
に
は
と
て
も
柑
唱
え
ら
れ
な
い
こ
・
と

で
す
。し

か
し
お
窪
は
と
て
も
綴
か
ゥ
た

と
い
わ
れ
る
。
脇
市
緩
め
女
位
の
念
協

環
視
や
液
化
製
品
の
進
倉
に
よ
り
、

骨
格
幸
あ
ま
り
品
捌
か
す
こ
と
な
く
、
お

桧
で
絶
滅
絞
峨
闘
が
揃
唱
え
て
い
る
こ
と

は
桜
災
で
す
.

都
市
警
臨
時
総
と
い
う
言
葉
が
あ
る

位
で
ナ
“

綬
綴
中
町
遠
隔
明
不
服
と
栄
一
穫
の
過

熱
構
内
酌
眠
か
ら
制
的
こ
る
穣
々
の
隊
線
、

終
様
、
罵
縫
り
等
町
線
機
に
譲
渡
の

ス
ポ
ー
ツ
が
謙
効
な
こ
と
は
微
知
的

事
情
慌
で
し
ょ
、
主

手
鉄
何
時
か
ら
滋
係
議
に
響
ち
、

経
綴
す
れ
ば
更
に
、
大
潟
じ
火
事
に

と
い
わ
れ
て
車
党
人
が
‘
総
娠
5
か

事
関
接
種
は
医
療
機
関
で

次
の
予
防
機
械
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
受
け
て
〈
だ
普
い
.

及げ
V
4

市
民
議
窓
口
、
各
支
婦
に
お
い
て
な
お
、

4
汚
か
ら
は
蹴
朝
刊
一
一
獲
落
合

あ
る
寸
裁
が
相
手
術
即
時
幾
セ
シ
タ
ー
の
ご
〈
は
し
か
、
風
し
ん
、
お
た
ム
〈
か
ぜ
〉

案
内
L

者
ご
誌
の
う
え
、
市
脱
線
機
関
で
を
線
総
し
ま
す
。

V
持
品
世
皿
時
チ
組
問
榔
胤
半
抑
制
と
印
銭

V
貧困
m

総
学
読
ま
で
無
料

干
の

事
成
光
年
度
的
子
滋
が
ん
検
診
は
、

3
R
1
Hよれ
y
受
け
付
け
し
、

4
凶月的

第
Z
水
間
鴨
門
口
か
ら
策
絡
し
ま
す
a

i本鱗炎 主主緩混合 麻疹
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マ
樺
拍
切
り

3
月
日
時
償
問
夜
吟

維
持
1
日
号
町
広
報
的
情
}
の
織
に
照

次
掲
載
し
ま
寸
。
掲
載
す
る
場
合
は
、

係
か
ら
波
誠
で
連
絡
し
、
ぬ
影
に
向
問

い
ま
す
。

な
お
、
時
年
の
す
こ
や
か
ゆ
り
ゃ
ん

に
応
募
き
れ
た
お
〈
別
名
)
の
う
ち

掲
載
で
意
な
か
っ
た
方
に
お
給
び
い

た
し
ま
す
e

愈

m
円
安
滋
ぎ
た
。
そ
ニ
で
き
あ
経
絹
帽
水
泳

を
始
め
ま
し
ょ
う
と
い
、
7
の
は
拙
符
な

も
の
か
。
ま
た
反
対
に
材
班
制
惜
し
て
も
い

ろ
ん
な
ス
ポ

i
之
島
市
し
ん
で
も
災
い

と
い
う
め
も
大
変
な
綴
鮮
で
す
‘

球
技
、
ス
キ
i
、
ス
ケ

i
ト
な
ど
、

及
び
綾
山
内
ス
カ
イ
F
イ
ピ
ン
ゲ
等
遼

動
強
皮
肉
縫
い
も
的
、
ま
た
ケ
が
や
紙

僚
の
総
ニ
り
や
す
い
も
の
は
捕
時
点
で
は

俗
的
り
ま
せ
ん
。

援
問
帽
に
織
し
た
議
品
酬
は
穣
々
略
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
む
ず
か
し
く
堵
え
ず
に
、

務
単
な
方
法
で
よ
い
的
で
す
α

国
明
議
品
帆
酬
枠
内
産
科
医
の
火
祭
か
先
ず

撚
…
に
上
げ
る
の
は
〈
W
A
L
E
-
N

エ
闘
が
ん
は
早
期
に
発
同
比
す
れ
ば
.

1
0
0
%金
泳
し
ま
す
昏

守
家
で
に
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
は

ぜ
V
受
診
し
て
〈
だ
き
い
ロ
、
一
正
絡
め
輪
開

漆
あ
づ
〈
的
内
事
態
の
幸
で
寸
e

お
っ
く

う
が
ら
ず
に
今
す
ぐ
申
し
込
ん
で
〈
だ

き
い
。な

お
、
同
問
時
に
‘
蝉
蹴
臨
相
鈴
表
(
盛
足
、

開
臨
検
査
)
を
、
川
叩
餓
以
上
の
方
に
は
説

法
検
疫
を
品
目
い
ま
す
。

震
鍵
所
か
ら

峰

崎

一

心
臓
機
孝
心
配
さ
れ
る
お
チ
冬
ん
を

お
持
ち
の
方
は
、
制
制
織
を
品
目
い
ま
す
の

で
ご
将
慾
く
灯
幸
い
e

wv
限
時

3
月

n
n〈
求
〉
受
付
午
後

三
時
か
ら
2
時

V
海
部
刑
判
制
係
健
所
(
総
務
然
融
商
機
リ
)

V
岨
周
回
同
無
料

V
相
鵠
脱
出
向
務
問
診
、
脂
血
附
レ
ン
ト
ゲ

ン
‘
血
圧
制
制
定
、
心
篠
崎
閥
、
診
察
、
持
制

導
但
相
談

G
)
事
く
こ
ξ
で
す
鈴

山
出
来
れ
ば
毎
日

4
~的
数
棋
が
望

ま
し
い
と
い
わ
れ
る
砂

第
一
一
は
〈
W
O
G
G
I
N
G
〉
慾

継
で
あ
る
e

緩
抽
出
数
が
{
2
2
0
i授
時
制
年
齢
〉

〉
〈
仰
を
縫
…
機
に
間
分
問
、
明
鵬
3
詩
書

汁
ば
十
分
と
い
わ
れ
る
。

第
立
…
が
綬
給
水
誌
で
あ
る
。
し
か

し
議
設
と
費
問
m
m灯
台
点
で
織
で
も
出
来

る
も
の
で
は
な
い
，

れ
品
会
も
か
か
ら
ず
絡
で
長
ヂ
一
軽
に

刷
出
来
る
数
挙
者
総
夜
し
て
は
拍
何
で

し
ょ
、
ヮ
。

開
門
い
物
な
ど
市
都
多
品
開
わ
ず
に
荷
物

を
自
転
車
に
つ
ん
で
捌
押
し
て
聯
く
の

は
抑
制
門
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
妊
糾
明
し
て
か
ら
巡
4
闘
を
と
考

え
す
に
、
都
ち
ゃ
ん
脅
魚
む
人
は
み

ん
な
若
い
ん
だ
か
ら
お
南
明
か
ら
ヌ
ポ

i
ツ
に
織
し
ん
で
、
経
緩
し
た
ら
そ

れ
を
楠
何
に
総
務
寸
る
か
と
い
う
の

が
牢
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
a

曹

V

酬
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
市
部
総
会

常
一
部
)
5
5
2
5

V
対
象
者
初
級
以
ト
ム
的
女
性

V
検品静網開問問

4
汚
か
ら
8
m吋
〈
学
祭
)

V
剛
込
方
溶
液
押
簡
で
申
し
込
ん
で
く

だ
き
い
。

(日

ν除
制
む

ぐ
っ
石
間
程

…
T
m
抗
知
市
姶
2
5
6

会
佼
!
局

2
2
5
5



(4) 1989‘3，守

総
統
に
往
鵠
問
1

氏
名
、
輔
略
綴

磐
号
、
撮
影
部
丹
、
場
所
、

U

こ
の
間
開
に
載
せ
る
苓
爽
を
背
轄
と
設
を
同
明
記
し
、
我
孫
子
i
8

怒
し
ま
?
a
一テ
i
マ
は
「
私
的
5
8
市
役
所
広
綴
広
務
認
ヘ
ピ

静
き
な
こ
の
峨
索
、
ニ
の
蚤
P

う
て
〈
簿
繍
戸
港
出
雲

f}! 

一J
糊
刷
費
鎌
一

ご
だ
よ
り
一

。
-
市
民
闘
機
帥
職
情
〈
制

)It--・0

0
滋
北
台
骨
曲
問
問
〈
的
制
V
3
0
5
5

@
布
佐
分
終
盤
(
蹄
)
1
3
1
1

ゆ
務
総
問
問
欝
館
慨
{
m
w
)
0
9
B
9

高

の
へ
や

マ
時
間
午
後
3
時
mm分
か
ら
4
時

絵
本
的
統
み
蜘
開
か
サ
晴
、
糸
し
い
お
は

守
し
な
ど
を
滋
殺
し
て
い
ま
す
。

4
織
か
ら
9
説
く
ら
い
的
チ
ピ
y
子

集
ま
れ

D

w
v
日H
緩

本

3

n月
2
m
M
〈
本
)
出
自
{
本
)

古
田
氏
岳
山
州
問
機
4

句
会
議
室

T
O阿川
9
百

泊
白
(
木
)
指
紋
分
日
開
お
は
な
し

渇

米

台

分

館

間
同
線
筑
波
写
築
震

u
tり
立
ち
へ
内
旅
M
M

中
世
的
鋭
的

出
申
し
込
み
は

3
月

y
aま
で
に

甲
募
集
内
容
褒
A
の
と
お
り

w
v
入
経
由
民
議

mwキ
一
議
隊
出
刊
に
往
筑
紫
醐
闘
し
‘
ち
か
月

以
上
居
住
し
て
い
る
方

後
礁
に
附
属
国
も
し
〈
辻
隊
機
し
ょ
、
ヲ
と

す
る
総
務
が
あ
る
方

ω糊
慨
に
住
宅
に
絡
に
お
綴
り
の
方

ア
メ
リ
カ
也
ホ
i
ム
ス
テ
イ
と
受
け
入

れ
丹
懇
い
お

V
小
紛
糾
職
手
(
相
剛
北
台
綴
件
枕
〆

あ

使

分

詰

油

総

司

w
v
作
品
吋
賠
河
」

3
点

(Z01m刊
号
)

wv
作
者
小
野
派
間
労
(
布
教
在
住
}

。
制
制
問
問
い
ず
れ
も

3
m
z醤
〈
本
)
か

ら
訪
日
(
木
川

醐
桝
然
一
義
明
曜
の
方
は
袋
鍛
時
世
抽
出
へ

湖
作
品
品
目
分
館
、
帯
住
分
綴
で
は
絵
邸
、

数
、
写
真
等
丹
後
訟
が
寸
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
毅
け
、
高
田
町
内
み
れ
鳩
寺
ん
に
鱗
科

で
間
開
放
し
て
い
ま
す
。
銭
関
は
ー
か
ペ

療
訟
を
ご
希
望
的
方
は
、
各
附
凶
蜘
陸
路
に

気
担
軽
に
ご
判
明
総
く
だ
さ
い
。

鎗752雰

れ

H
滋
り
ま
す
N
は

wv
繍
料
で
*
パ
ソ
コ
ン
{
シ
ャ
ー
プ
)

〈
鈴
本
町
叫
{
制
)
2
5
6
8
V
ホ
ベ
ビ

ー
ダ
ン
ス
〈
山
山
中
出
品
門
川
削
)
1
3
0
9
v

wv
有
料
で
*
ベ
ピ

i
同町口問

チ
ェ
ア

i
、
だ
っ
と
ベ
ル
ト
ほ
か
)

ハ
総
篠
宮
(
部

)
4
1告
4
V

マ
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
滅
後
州
地
謡

し
て
く
だ
さ
い
q

な
お
、
コ

i
ナ
l
機

絞
は
市
災
生
活
課
消
却
料
品
車
約
保
で
、

r岳苛官官記
係罪悪言香

い で
合受
わけ
せ fす

IJ 
市iて
災い
"Eま
t舌す
害事、 。
t闘
費
生長

Ev
入
幽
締
後
総
収
入
基
準
談
話
お
よ
び

淡
C
の
と
お
り

相v
募
総
期
限

3
汚
7
m
m
〈
火
}
ま
で

V
申
し
込
み
・
向
い
合
お
せ
総
務
担
嫡

撤
時
総
で
受
け
付
け
て
い
ま
寸
a

申
込
識
は
総
築
指
導
暗
部
及
V
岳
会
党
新

に
潟
渡
し
て
あ
り
ま
す
。

d

匂
褒
A

、李諒芦tf醐輔ヲJ~

審議書真意

4亀智
犠髄歯

箆

4襲
5-

動綱

蟻i護費 蓄量

品
開
は
幅
広
い
。

機
お
は
主
に
日
間
噸
口
同
留
酬
明
9
時
か
ら

2
時
間
閥
、
中
央
公
開
開
館
ホ

i
ん
と
公
州
民

総
い
い
閉
隣
接
す
る
プ
レ
ハ
ブ
滋
携
を
拘
出
附

し
て
(
打
、
ー

入
会
し
て
3
都
践
は
縫
古
議
に
務
泌

で
附
間
以
は
翁
け
ず
筏
字
、
制
閥
、
問
酬
の
打

ち
方
、
そ
し
て
的
制
緩
‘
後
退
左
藤
一
機
終

回
酬
を
み
っ
ち
9
や
る
ω

務
総
が
出
来
上

が
る
と
防
災
企
輸
相
け
、
更
に
、
上
絡
を

め
が
し
て
稽
士
口
に
時
制
給
。
指
導
員
は
約

印
有
い
ず
れ
も
総
選
漆
畿
の
紡
段
者

弛
雑
で
あ
る
。

晴
雄
験
的
活
動
は
‘
車
問
問
剣
滋
大
会
や

波
師
陣
士
申
軒
町
制
執
務
大
会
、
県
下
の
交
部
仙
川

銃
火
会
へ
の
参
潟
、
そ
的
ほ
か
段
級
位

審
窓
会
や
務
機
轡
審
会
な
ど
が
品
附
岬
惜

し
て
い
る
e

帥
帯
夜
に
齢
制
行
子
ど
も
途
の
殺
し
み
は
、

灘
休
み
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
2
治
3

B
的
合
符
花
火
大
会
や
ス
イ
カ
刻
。

な
ど
楽
し
い
織
し
に
↓
A
W
骨び。

芝
、
新
年
寄
雄
平
同
議
行
わ
れ

る
油
精
開
聞
き
で
は
‘
父
叫
ん
の
つ
く
る
設
い

お
し
る
こ
に
、
皆
ん
な
徽
っ
て
怒
っ
づ

み
を
打
引
っ
。
こ
の
時
ぱ
か
っ
は
畿
し
い

磯
蕊
も
忠
れ
、
楽
し
い
り
と
と
き
を
遜

ご
す
。ゆ

珊
鐙
で
は
、
厳
し
い
中
に
も
難
し
き

今
年
で
然
3
回
出
や
み
え
た
総
孫
子
市

災
f
ン
ヂ
ィ
ア
カ
火

A

設
が
2
月
5
夜、

市
民
体
湾
総
で
問
機
き
れ
ま
し
た
@

大
会
に
は
閥
均
V
T
g
チ
l
ム
、
女
子
山
川

チ
i
ム
が
事
如
、
コ
ー
ト
ふ
で
は
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
a

附
加
チ
は
宮
入
子
山
イ
ン
ヂ
ィ
ア
カ
ク
ラ
齢

ブ
、
女
子
は
中
口
一
戸
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
サ

l
巴

ク
ル
が
昨
年
に
絞
部
俊
勝
を
簡
り
、
と
町

も
に
2
w地
綴
を
達
成
し
ま
し
た
。
叫

火
会
的
絞
殺
は
殺
畿
の
と
お
り
せ
寸
“
日

;誌!?iiヰ113
j計;特!?;;S
J???iiifli 
z i 込3望号:

号54主義舎曹轡{弘よ)3露鶴自謹(;~)

&
2泊
3
日
闘
の
楽
L
い
夏
会
議

{
端
用
品
品
流
山
青
年
の
綴
じ
て
)

行
く
彩
uu
吾
が
影
な
り
し
専
門
明
朝
一
ニ
努
初
先

箸
抵
の
品
陣
内
問
比
絞
る
す
梅
ア
時
間
尚
昆
欄
聞
協

ま
な
絵
に
〈
ぽ
み
の
あ
っ
て
銭
円
と
う
幾
貴
久
子

総
町
糸
が
あ
ま
ね
し
審
問
桝
詮
谷
千
鈴
子
…

水
滋
む
沼
一
臨
に
ゆ
れ
て
い
杭
の
影
前
歯
は
る
一

嬢
幕
際
的
多
き

F
前
町
岩
替
の
線
総
間
同
八
寸
チ
一

窓

口

静

子
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古車

句

主幹事き果後退

総生 a寝袋
E乳きし擁
に盗容れL
1~ ~ <TJ グ〉

わと次重苦
t丸鯵字ぎ 4句p
e謂 火 次 つ
ぞ子移きザ〈
のり来ワ
こてりと
ろ 長 空 路 臼
げ毒事鰐蹄
申れ搾 f場
くしtFふζ

小野久警
キ*口十準原

凶 千

華毛幸代
ヲ守主もf

品
叫
が
家
の
論
的
ル

i
ツ
を
孫
逢
広
務
れ
ば
冬
の
夜
は

選

薮

け

舟

く

小

印

刷

礼

子

中A

年
内
一
官
一
数
へ
で
徐
に
は
の
り
さ
れ
ず
余
注
意
ね
る
閲

覧

m
胞

の

し

あ

わ

せ

模

索

縦

千

代

千

三

込

3

培
降
り
お
づ
る
…
附
に
ま
ヒ
り
て
い
悦
わ
た
る
柏
崎
帥
閥
的
関
竹

出

桝

む

ら

に

透

り

つ

公

手

孝

滋

痛
み
し
よ
り
単
や
十
蕊
年
漁
mm会
り
ぬ
豪
き
同
闘
も
今

は

間

部

ひ

山

山

と

な

り

・

単

品

刊

総

長
地
暗
殺
緩
と
だ
に
品
惜
し
く
賎
き
障
問
え
よ
わ
れ
は
停
と

内

線

執

に

生

く

井

上

由

知

的

手

子
の
蜘
精
舎
も
畿
や
銭
的
緩
し
さ
に
ほ
め
ぽ
的
と
議
し

い

日

向

・

あ

り

き

出

日

終

予

人
よ
り
は
早
く
老
い
ゆ
く
犬
な
れ
ば
日
終
的
散
世
長

く

な

号

ゆ

く

車

内

野

…

一

一

一

一

判
明
途
的
外
治
な
れ
ば
久
々
に
心
静
か
に
災
企
警
と
る

新
抑
制
常
一
次

冬
晴
れ
の
沼
合
開
州
び
た
つ
鷺
…
制
閣
僚
な
く
舞
ヘ
リ
豪

い

い

滋

立

つ

関

関

口

緑

江

冬

円

前

附

に

花

的

知

く

淡

な

る

綴

又

静

枝

文芸だよりは様、きんがつくるコ…

ナ ですω 絡窃設は毎月15註{必理事)0

1人1作でハtfキiこ線呼ます。

応募先我孫そf-1858jfj役所長;事紛;総務



め
に
幾
巷
つ
く
B

守
れ
る
こ
と
を
場
へ
た
“
開
聞
が
米
P
3
1
ま
も
な
く
一
時
一
夜
の

・
焼
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
口
ダ
ン
的
制
剛
健
が
来
た
@
寸
成
品
榔
階
部
の
事
-
L

配
時
制
抑
だ
け
も
っ
て
叩
跡
的
践
的
怠
へ
潟
げ
よ
(
牢
)
内
最
初
の
絞
首
正
が
く
る
。
綴
後
校

う
か
、
風
邪
者
U
V

〈
な
、
な
ぞ
と
も
考
裁
す
る
。
:
校
江
し
て
か
ら
の
日
況
を

へ
た
o

e

a

火
災
保
品
開
に
入
っ
て
や
‘
ヤ
ヲ
つ
け
山
閉
し
た

E

〈
今
十
一
時
車
問
明
だ
。
)

か
と
も
患
っ
た
e

貸
回
憶
に
入
っ
て
ゐ
た
:
午
後
世
中
総
総
裁
の
綴
へ
行
っ
た
e

時
に
は
そ
ん
な
考
へ
は
ま
る
で
岬
け
ば
な
(
搬
は
今
リ
ー
チ
噛
織
と
奈
良
に
行
っ
て

い
考
へ
だ
っ
た
。
み
る
よ
魚
川
朝
間
は
わ
り
に
泌
総
点
だ
っ
た
会

拙
明
ふ
い
特
に
起
き
て
時
お
か
ら
か
魯
か
回
聞
か
な
か
っ
た
が
佼
率
が
告
し
は
か
と

け
的
「
変
問
問
答
ん
の
苧
紙
ん
の
さ
き
を
り
出
し
た
の
か
と
思
ふ
。

8
分
は
志
筑

尚
月
縦
だ
っ
た
。

官
事
に
綴
っ
て
か
ら
、
仏
側
め
て
肉
泊
分

的
機
に
原
稿
脅
よ
こ
し
た
漂
い
人
の

作
げ
を
鼠
た
。
期
待
は
し
て
み
な
か
っ

た
が
つ
ま
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
命
.

犠
は
ど
う
も
Z

面
白
く
な
か
っ
た
の

で
ホ
l
ザ
ン
す
フ
が
ひ
を
つ
か
ひ
湯

に
入
り
、
す
ぐ
床
に
つ
く
、
八
時
顕

だ
っ
h
f
h
o

自
分
M
H
子
供
向
時
か
ら
口

を
脅
し
附
附
け
て
口
で
お
し
て
ね
る
〈

廿
が
あ
る
。
冷
い
空
気
が
す
ぐ
犠
に

ふ
れ
る
と
い
け
な
い
と
怠
っ
た
の
で
、

な
る
べ
く
口
を
む
す
ん
で
燃
で
怠
を

す
る
や
ヲ
に
L
た
。
し
か
し
、
潔
然

必
殺
識
し
て
替
か
ら
う
の
は
ど
ん
な

小
き
い
こ
と
で
も
、
手
続
出
な
綴
じ

が
k
も
な
う
。

i
か
し
喉
を
わ
る
く

す
る
と
鞠
径
は
一
自
ね
な
け
れ
ば
な

ら
令
い
在
感
ふ
の
で
、
然
相
械
に
口
を

む
す
ん
で
ね
た
白
犠
を
わ
る
く
し
な

け
れ
ば
い
、
が
と
慾
ふ
。
〈
か
う
一
E

ムロ
M

統
的
つ
け
方
で
は
明
り
が
な
い

L
、
書
く
拘
偶
然
も
な
い
か
ら
、
一
日

で
や
め
る
a

お
か
げ
守
護
斡
怒
魯
た

ら
戦
が
品
仲
間
鴨
よ
〈
な
っ
て
ゐ
た
。
副
主

新
か
く
よ
(
品
田
制
間
一
，
T
V

為
ぴ
こ

-
r
d七
争
轟
品

169 

線
わ
れ
る
続
分
を
索
時
し
、
ー
生
活
」

の
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

武
者
小
路
帯
四
輪
坤
は
大
一
止
近
年
少
二

月
か
ら
問
問
七
年
九
月
ま
明
、
我
孫
子
で

ゑ
徽
し
ま
し
た
。
こ
の
問
、
総
翁
小

践
の
「
封
印
伊
が
二
つ
あ
り
ま
す
c

ど
ち
ら
も
大
芯
六
年
で
す
。
一
つ
は
、

す
で
に
崎
武
者
小
曲
間
後
鱒
全
薬
恥
一
一
一

品
帽
に
よ
μ
紀
的
…
節
し
と
し
て
、
十

一
月
二
十
紛
回
、
一
一
十
説
uu
の
こ
と

が
総
き
れ
て
い
ま
す
。
も
与
一
つ
は

『
門
局
印
船
…
年
』
(
毎
朝
淑
校
・
大
正
六
年

利
〉
的
一
月
八
誌
の
記
で
す
a

こ
の
♂
闘
記
一
年
恥
は
一
ヵ
汚
ご

と
例
月
参
り
に
綴
か
れ
て
い
る
も
の
で

一
【
丹
波
殺
小
路
貨
滅
、
…
一
月
祭
典
線

路
、
“
一
一
月
制
相
続
榔
耕
三
‘
間
同
月
慾
感
興

志
雄
、
策
月
谷
崎
幽
相
一
…
.
六
月
援
制
品

輸
帯
、
七
月
絞
潟
w
階
、
八
箇
月
第
川
内
務
之

介
、
九
月
機
法
相
削
叫
十
月
後
議
議

総
.
十
一
月
久
米
友
雄
、
十
二
月
素

木
し
づ
と
な
っ
て
い
ま
す
a

S
記
恥
は
吋
生
活
主
義
と
に

掬
す
る
い
内
答
が
ね
ら
い
で
す
。
こ

め
織
で
は
愛
十
凡
な
の
で
ぶ
沼
紛
い
と

一
月
八
四
回
隠
滅
射
し
靖

キ
翻
朝
方
へ
ん
な
拶
を
気
た
の

自
分
は
拶
だ
と
絞
っ
た
の
で
砕
し
酔
怖

いhv
知
ら
ず
に
な
っ
て
み
た
ら
後
同
闘
が
府

「
ま
ち
づ
く
り
に
念
演
の
交
流
は
火
が
で
奉
る
限
会
犠
に
は
幾
そ
ぱ
、
お
で

紛
」
と
会
長
内
線
鐙
と
子
供
途
句
ふ
る
ん
、
ラ
ム
ネ
な
ど
の
出
泌
が
議
び
、
ニ

き
と
づ
く
り
を
呂
的
に
‘
納
涼
盆
総
り
の
日
ば
か
り
は
静
か
な
住
宅
織
に
、
一
元

大
会
を
日
年
隙
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
縦
訓
な
子
供
滞
納
め
商
が
こ
ど
ま
す
る

6

品
肱
叫
制
り
大
会
は
終
的
久
S
支
家
一
ぷ
縄
問
時
寸
昨
部
は
、
役
闘
訓
や
中
央
期
間
脱
会
的
〆

抜
本
官
、
久
寺
駒
郡
叩
ン

y
a
ン
胤
議
会
と
み
な
さ
ん
が
よ
く
協
力
し
て
く
れ
大
殺

の
合
的
法
被
を
翁
た
本
掛
間
違
が
戦
努
況
で
し
れ
ぺ
持
拡
中
央
湾
岸
相
会
の
み
な

よ
〈
太
鼓
を
昨
日
ち
叫
鳴
ら
し
、
除
。
の
結
普
ん
が
行
ヮ
た
中
央
商
脱
会
異
物
券
の

1

・
輯
警
謹
輯
語
道
蓮
華
司
品
議
会
は
喜
ば
れ
ま
し
た
し
と
凶
闘
を
級

闘
騒
騒
績
鰻
輔
副
勝
弘

τ

め
る
。

醐

輔

輔

鯛

醐

蝿

親

轟

噂

h
つ
叫
側
い
品
交
流
を
治
験
ん
に
す
る
た
め
い
も

踏
襲
錨
襲
鰯
磁
器
南
事

L
吃
築
会
話
毅
謀
総
は
震
の
懸
案
)
そ

減
讃
滋
鱒
鶴
田
鹿
鱗
規
制
鑓
怨
艇
の
こ
で
今
年
度
、
久
キ
wr
ニ
菱
自
治
会
、

輔
磁
脚
醐
醐
灘
綱
鋳
競
脳
麟
髄
醐
問

J
a
'
T
h

動
翻
鰭
眠
覇
警
鐘
鰻

F
L
久
寺
家
主
、
言
語
治
会
と
と
も
北

即

時

離

輯

耕

韓

関

前

詩

要

襲

撃

霊

童

会

い

を

発

五

覇

欝

醐

舗

内

閣

三

号

せ

、

先

ご

ろ

1
7
0
9名
の

譲

J
一
副
蹟
額
副
鱒

W
E酌

豪

華

に

提

出

し

令

に

ト

関

輯

購

醐

醐

設

反

還

を

守

り

心

事

フ

ま

ち

に

一
-
一
一
一
一
轟
購
韓
親
納
車
す
る
た
め
に
も
、
長
会
議
を
よ
り

一
圏
覇
躍
瞳
瞳
議
題
同
情
発
な
も
の
に
し
た
い
で
す
ね
h

4
小
常
時

-F議
〉

除

r富
a
H
〆
〆
言
わ
V
同

h
t官

嘩

l
l

z審
¥kv行
為
ケ

8
7事
雲
市
ザ
・
舗
道
湖

C
K
F
3
1

九、い一対ふれい
wmpr弘
〆
い
や

l
e
;

一

A
崎

山

中

久

中

京

盤

罷

血

糖

学

模

鑑

村

川

策

協

撃

が

主

催

サ

る

も

の

で

今

年

一

で
刊
以
関
川
口
弓
令
部
は
手
相
照
明
刑
者
臨
む
我
一

手
韓
民
沼
線
機
仰
開
会
に
糊
附
す
る
ポ
ス
学
校
高
学
年
の
部
で
絞
雌
概
略
月
掛
員
を
受
賞
百
時
子
市
町
総
市
、
液
中
関
町
、
吉
井
町
一

タ
i
羽
ン
ク
ー
ル
で
我
綿
子
第
4
小
5

し
、
来
年
度
的
手
加
斜
地
浄
化
的
シ
ン
ポ
郎
議
町
一
の
小
中
小
生
か
ら
、
静
化
め
一
軸
一

部
の
箱
守
為
様
子
さ
ん
の
か
ぷ
が
、
小
ル
ポ
ス
タ
}
に
遊
ば
れ
ま
し
た
。
い
を
込
め
た
1
6
3
2
点
的
作
泌
が
郵
一

シ
ン
ボ
ル
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
何
時
間
制
同
校
ら
れ
ま
し
た
。
絡
に
我
四
時
子
市
か
ら
一

決
ま
っ
た
作
品
は
、
渡
的
太
織
が
窓
を
は
遜
半
数
を
占
め
る
8
4
1点
も
め
応
一

あ
か
ね
儀
に
染
め
ヂ
淡
泊
に
沈
h

官
僚
禁
輸
帯
が
あ
り
、
宇
奴
浴
へ
の
問
問
、
心
的
為
幸
一

を
滋
い
た
も
の
で
、
作
品
制
約
締
守
幸
ん
を
務
総
っ
て
い
事
す
。
一

は
「
シ
ン
ボ
ル
ポ
ス
タ
ー
に
つ
か
わ
れ
森
義
的
結
線
、
各
部
門
的
鍛
様
秀
夫
一

る
な
ん
て
緩
む
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
絡
し
後
秀
賞
的
受
賞
者
は
次
内
と
お
り
。
な
一

て

い

ま

し

た

可

お

談

後

秀

位

一

校

粛

に

は

、

態

4
小
と
久
一
…
四
年
春
オ
ー
プ
ン
に
L
M
け
て
高
野
山

こ
の
3

ン
ク

i

寺
家
中
が
聞
き
ま
し
た
。

O
小
学
校
一
に
叫
絶
縁
中
的
自
局
的
博
物
柑
刊
現
校
、
市
な
お
、
拾
得
し
た
場
所
、
行
時
、
拾

ル
は
、
会
館
慨
を
…
泊
総
額
年
素
直
理
努
故
松
田
阿
寄
付
仏
〈
給
)
、
優
…
教
育
養
員
会
せ
は
、
博
物
然
体
的
動
的

A

欄
持
者
氏
砂
側
、
そ
の
時
的
状
説
な
ど
の
統

閉
鎖
惑
が
務
め
る
秀
被
泌
村
毅
也

{
4小
、
、
村
絡
が
織
一
環

K
Lて
蕊
に
糊
附
す
る
資
料
を
紋
翰
惜
し
銭
金
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
b

燃
本

手
賀
沼
水
資
静
化
(
附
附
}
③
小
学
校
滋
学
年
綾
優
鈴
…
賞
穏
守
…
て
い
ま
す
α

を
K
W
る
時
的
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す

:
j
j
a
i
l
童

子

、

警

草

品

目

悶

友

美

弱

、

一

車

滋

で

葬

式

会

義

挙

運

絡

先

雲

警

護

(

部

〉

1
1

来
年
度
品
開
h
V
Jポ
緯
線
開
眠
敏
子
〈
2
小
)
、
安
時
怒
鳴
均
す
(
磨
、
…
殺
や
病
気
で
部
叫
ん
だ
努
潟
〉
む
薄
弱
然

5
1

-
M
ポ
ス
タ
ー

c滋
須
藤
千
鶴
醐
~
4
小
)
、
附
村
一
捕
時
(
的
問
〉
③

ぱ

震

警

さ

ん

中

学

校

最

襲

撃

霊

祭

久

中

)

、

宛

ん

だ

講

者

拾

っ

E

俊

秀

被

本

名

毒

(

久

中

)

欄

戦

時

パ

ー

訟
を
侮
っ
た
小
林
弘
子
容
J
A

も
多
忙
な

っ
〈

t
野
内
花
、
仏
鳩
山
宅
抽
捕
の
一
一
搬
に
ご
ゑ
人
に
変
わ
り
、
今
年
度
金
銭
円
要

久
守
家
nu
本
地
所
富
治
会
へ
夜
間
出
品
世
間
関
〉
柚
略
的
務
め
て
い
る
。

は
あ
る
。
大
字
で
い
う
と
久
場
繁
一
一

γ

1
入
居
し
た
品
調
時
吋
は
、
買
絡
を
す
る

隊
。
隣
り
は
も
フ
柏
市
と
な
る
ω

に
も
我
孫
子
絞
ま
で
山
出
掛
け
て
い
ま
し

ニ
的
辺
は
、
民
間
関
が
出
を
闘
用
り
巡
成
た
が
、
布
施
漁
り
が
開
通
し
て
踊
間
判
刊
に

し
た
と
こ
ろ
で
、
昭
和
報
部
こ
ろ
か
ら
な
り
ま
し
炉
、
つ
く
し
脇
町
に
は
銀
行
、

分
織
が
行
わ
れ
た
。
分
識
照
も
な
い
箔
獄
後
潟
、
支
寸
前
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
し

和
日
間
年
、
務
総
会
は
部
品
胤
僚
で
産
声
を

あ
げ
る
a

3
年
後
ぷ
は
1
3
3
絞
殺
と

急
成
長
、
欄
間
も
な
く
滋
殺
と
間
関
ヒ
椅
殺

な
仲
協
議
総
が
彩
成
$
れ
た
。

四
世
在
的
品
山
政
数
は
1
7
を
殺
帯
(
吋
同

夜
一
。
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
笈
京
方
麗

に
鈴
る
ゐ
ザ
ラ
リ
!
?
ン
寸
、
会
殺
で

は
滅
鶴
岡
を
負
う
mw
級
品
間
半
か
ら
別
代
の

方
が
多
い
。
忙
し
い
ご
友
人
に
代
わ
り
、

自
治
品
開
的
活
殺
H
V
A
m闘
の
お
奥
書
ん
晴
認

が
行
、
ヮ
。

役
闘
は
一
年
交
代
的
輪
番
制
咋
今
回

分
骨
尚
昆
て
自
分
に
一
つ
の
経
文
を
繭
凡
せ
挫
し
か
い
た
。
ム
桝
水
が
め
や
‘
級
品
が
総
務
を
一
日
も
辱
く
設
山
設
す
る
こ
と

だ
a

日
本
と
村
内
本
だ
っ
た

0

・
:
自
分
に
水
を
〈
知
的
で
〈
た
が
れ
拐
っ
た
。
を
私
"
か
に
持
フ
て
み
る
窃

は
薬
幾
で
間
同
を
半
分
事
ま
し
た
。
そ
め
し
か
し
‘
演
は
告
し
切
り
水

bzみ
は

続

分

H
H

少
し
犠
を
摘
め
た
の
で
わ
り

時
的
分
は
そ
の
ぷ
串
」
を
綴
骨
内
ァ
心
い
し
な
い
の
だ
、
途
中
で
く
た
ば
る
の
だ
。
に
一
克
集
が
な
か
ア
ペ
い
つ
も
資
分
の

に
し
て
閥
均
る
と
中
々
一
義
的
あ
事
務
的
今
日
は
わ
り
に
ま
ゐ
た
。
し
か
し
ポ
方
M
M
多

J
F
T
2め
だ
が
、

A
Y
M
M
M
沈

や
う
に
怠
っ
た
。

i
其
滋
で
す
っ
か
り
〉
プ
の
鑑
い
こ
と
は
綴
緩
ん
ず
だ
。
磁
歓
を
や
ぶ
る
の
は
い
つ
も
ん
都
賀
の
方
だ

容
が
事
め
た
。
す
る
と
機
感
が
す
ご
い
分
は
耐
抑
制
制
運
動
が
は
り
に
舎
を
く
ま
ー
づ
っ
た
硲

仲
う
に
耽
い
て
み
た

k
患
っ
た
。
今
に
腕
力
が
強
く
な
る
や
恋
m
R
で
お
ヤ
訟
を
食
っ
て
向
け
の
お
や
誇

自
分
は
自
分
の
家
内
閣
閥
均
林
の
裁
に
う
に
忽
ふ
e

っ
て
…
隣
っ
た
旬
い
か
に
も
年
お
し
い
、

総
か
火
を
つ
け
た
ら
自
分
の
脚
串
は
一
な
九
時
国
明
、
輸
相
幽
を
食
っ
て
ゐ
た
ら
新
議
り
つ
〈
と
去
り
た
い
や
う
な
絡
か
合

学
習
が
活
動
成
果
を
擁
蕗

j

♂

川

、

ハ

ヘ

ヤ

~
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第
叩
臨
畏
縛
大
響
襲
円
以
ミ

後
蒋
大
学
的
Ae
学
年
、
日
ク
ラ
ブ
が
学
年
単
放
の
ゆ
字
削
回
発
表
の
ほ
か
、
京
滋

一
年
倒
的
議
沼
市
を
児
一
殺
す
る
第
組
問
問
後
酒
、
俳
句
、
手
韓
間
的
作
品
や
ク
ザ
プ
山
部

将
大
学
替
が
Z
何
月
間
目
、
古
市
民
会
献
揮
で
動
的
紹
介
等
裁
な
ど
を
絞
示
。
大
ホ

時
打
わ
れ
ま
し
れ
f
h
e

ー
ル
で
は
淡
技
に
よ
る
発
表
会
が
惨
さ

大
学
祭
は
‘
火
学
に
学
よ
お
年
寄
り
仰
れ
ま
し
た
e

に
よ
る
綴
主
運
営
b

火
会
議
室
に
は
、
補
刷
技
発
表
会
で
は
、
午
隊
中
町

日
蛙
件
、
災
錦
、
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー

ラ
ス
な
ど
に
絞
塁
、
午
後
か
ら
は

「
審
ふ
た
た
び
L

と
総
し
た
珍
し

い
奉
送
時
、
終
滋
時
や
蕪
や
か
な

社
交
ダ
ン
ス
も
数
鍔
ジ
夫
、

ル
ン
パ
、
ブ
ル
ー
ス
‘
ワ
ル
ツ
、

タ
ン
ゴ
、
キ
ュ
ー
バ
ル
ン
パ
と
験

全
議
会
ぷ
じ
き
せ
な
い
戦
後
な

ス
テ
y
ブ
仁
、
会
場
か
ら
は
大
巻

な
捻
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

制
州
島
げ
大

A

設
は
、
昭
和
訂
年
か
ら
児

蜜
金
活
動
的
一
環
と
し
て
続
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
キ
今
町
一
T
l
ザ
は
寸
大

空
に
狭
山
ぞ
」
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ニ
め
日
の
た
め
に
、
骨
組
臨
み
に
な
る
竹

口
ご
作
り
か
ら
6
年
余
と
2
年
余
、

5

年
余
と
2
年
余
が
ベ
ア
を
級
み
も

3
年

生
以
上
は
グ
ル
ー
プ
で
、
平
交
の
ヘ
ピ

や
人
気
ア
ニ
〆
め
キ
ャ
ラ
ク
タ
i
な
ど

を
議
い
た
黙
を
製
作
。
お
一
日
は
、
仲
仙
附
胤

が
吹
き
寒
か
っ
た
も
の
の
‘
線
あ
げ
に

は
絶
好
的
コ
ン
デ
ィ
シ
笥
ン
"
皆
、
心
L

I
R路
目
、
伐
採
子
第
2
小
学
校
時
て
伶
ワ
あ
げ
た
闘
酬
が
、
緩
み
怒
っ
た
空

一
階
ル
章
人
主
療
に
よ
る
原
あ
げ
火
会
が
、
学
お
く
鋒
い
上
が
る
と
子
供
遠
は
大
骨
骨
び
a

一
校

γ
め
笛
ん
ぽ
で
行
わ
れ
、
数
秘
的
手
殺
害
も
忘
れ
‘
…
生
懸
命
燃
を
繰
っ
て

4
1
…
づ
く
り
鳳
が
火
空
に
臨
時
い
ま
し
子
、
い
ま
し
た
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鰻

2
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学
模
臨
掲
げ
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議
，

川
一
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品
り
織
が
大
喝
事
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平成元年2月18遺書疫療人口118，193人(十2，283人〉
(責苦言Uij:!t)号59，472人 ~58.721人

噌害警護~37 ， O竹世鮫十七絡慾宇野〉

需品市役話持率ff85-11竹
傷つくし軍事波書野 84-銘01
e濁~~台交所 æ-0828
串滋 ~t ]i定員時日8-…21竹
@布佼支語時 89…2358
樺教事著書霊重要会 85-1151
骨水 量重 要事 84← 0111
穆消路署警 84…011き
修少年12ンター 84…犯DO
@市絞殺さん塗必ず481
@然健センター 87-1131
骨形 E話会聖書 84ャ 3311
@中央公渓鎗 82…0515

@持軍E喜怒覇書館湖北台分館 87-3お5
骨子吾畏隠覇軍絞殺佐分憲章 89-寸311
暢司王民話題露軍宣車事重重量調書事態 87一的自信
曜喜子百民体湾隊 87-1155
@毒事箔談議事務員時 85-1171
務身隊脅事務者持軍主tセンター総 0141 
嘩お ら君主悶 a-41a
嘩つつじまま a-0123
惨さを活車種露軍事量(珍11::覇軍)87-2379 

〈ゴミ)87-0015(し家)a--2547
@布総務返燐センター 89-3740
事夫3正台1ち返書覇セッター 82--9号88
骨望書誌重宝府民センター 88-9ヨ27

重蕗守主軍部俊とを車組、総湾5il員控

除g時 31'司お句(8)午線10善寺

〈小義自決行〉

惨事長合 司王佐車問書事

惨長書い会わt空 ru5世績さんE童

画型忍経E
'90線問題菌努ゆかりサミット努主義子

市 b 事i畿閉会綴への苦憲章霊

争沼崎ご3，司12EヨCEヨ〉午後2G苦30
分から

砂襲撃街 r官民会館大会議議室

か鍵雲重量 舛上主善治JXC主整問塾大

学主主選議事費授〉、鶴見稿むさ子氏(と霊智大

のあり方11j華宵されているさきの、

大鰐な人設のおり万についてじさゆ

総に讃えてみませんか。(入議室費税〉

炉問喜善 3尚徳8Cゴこ〉午後H寄

炉型島所 FちE話会豊富m…J[，

験テ--y 長義務社会毛主どう生きる

か

1>喜舞鶴 渡辺襲警史認〈苦言湧毒整済大

学事聖書課〉

ー炉問い合わせ 中央公然館

南当面く雨量
童話中学生駐をお絡を玉のお缶詰ん方

後対象!と、お弁当のっくり洛議軍事

会老長野議健しZます。努ょっとした;工

vr e 

軍む?ず豆室副 !読む組竺孟面
@主語絵喜望書藍 B炉支言語長 50産者訟でく性践j、経霊費者受筒

砂内容 スケッチ努事基本かを己主主軍さ わとoのW若手惑が主主君主主主方

の務るまで 惨活重器用仮il!J行、館内主義3二t露譲
歩炉問時 礼子寺4811をう1年隠、毎 8議会

隊第守・第三3*議望日午申~g純白日分 惨申し込み・問い合わぜ 3符10

l1らiE午 8までに重量義吉t:大手ヰ昔(82)4511へ
b話器筏丸石家委理活2詩書 口- - ，ァ一正y ー-…亡ナ二山

が縫由市 鈴木喜普氏く主主張子遺産溺霊堂

協会議長〉 炉対綾 子告内在住め新小学3年虫色

炉建員 主主選15'8 zlぞう新中号利年ヨミまで〈傑草壁著書0)

除受講終 内公瓦廷内C3t才問題言語義母〉 晃教官著書奪三ア必要望〉

@霊車総事聖書露 砂緩聖書日ヰ月ヌりをSO)裏話主連臼襲撃

炉内容 水暴露萌0)家主ドズアら塁塁打の 午後2G寺30分~40事ぬ分

察当支主主<: 砂著書所 第3/J¥学絞絡湾総

1>8審者 斗肉10Eヨから12尽主主で笛

得票露2 ‘重苦4!'司寝室Eヨ守後1時苦30分

から3襲警お分訟で

惨富島高時 務総長センタ…

争lE頁 208

1>受E韓料 401∞円C3sFl分、事費卒者 主要jt車問ガ機鼓されて今僚で88燃

費需尊重量お〉 年。湖北叡では、よとれな総書まして

自由醸し込みー罪悪い合わせ を主復/¥鉄造二千獲の浅い政務J e二綴し、

1:1キ1:::悠主花氏手号、年菌昔、準高言語善 努真産量定託金宥議十践しをましだ。

号、毅望書ぞろを号思議日し、3月258C土態各んの長時事害されている努燃の

務セ!とや喜善2607(在〉主主孫子総シ11" Ctl之、 安芸遂に関電まる繁華ミガおりま

パ 人事苦センター悶(a)き2∞へ

[唾理歴
書詰韓日C4Fl11ら91'き〉書聖書室を幾軽量

し言壁土言。費読経こどト筋書響ください。 校Fヨ二購読E英語義¢療1上i己1伴い、

ミヨ湾6Eヨだうこ鱗京畿I;J:重護軍首免許

12ンターでfjわれ若宮写。

なお、綴F守二:軽電話験禁事の最終業

務臼Io:mヨ3Eヨ〈主義〉となっさます。

〈去さえさしf失処手総ぎム 「限定員車

線機選J 1;J:31'ヨヰ包(こりまで)

..控重い合わt主 連総俗宗本部官04
b対講義 務内<EI伎鑑で家主王室軍事襲続 72(4)告111又は護霊祭霊祭遂事聖

して受裁できる泊

I>P思惑 豪華遣の怨渉l1ら

惨拠隠 F幸重要2200PlC受言語料、総代〉

惨申し込み・隠し、合わせ後遺霊ハ

1:1キ!こ住所、 氏名、ま手続、 言電言語重義

学級袋入言語111綴一氏(臼本並立名研 夫て?おいLノく、老手軽にあ弁潟1:1で きま、翌聖書号機長針を綴喜己し、 3Fl23臼

多宅街E荷主義弘幸喜111大E吾氏く磁波絞殺 慾霊堂す。(;;J:;)，までに遜託金1-11-19折居畿

大学者聖書高入後藤幸喜一部氏(!Jil潟大 惨日書事 お悶10Eヨ〈金〉午自於00翠11 苦晋(8喜)7802へ

空宇事変革主 5IE午〈雪量議実華料〉

検問い念わせ fljJi控綴さん望室

戸戸時雪: 
惨8善寺 31'事178C稔〉字書iJl00寺1J

らiE午

惨話量話時 給戸市民会官官大m…J[，

1>議商事 霊童正日典子氏〈望聖護霊平議室主〕

砂雇霊祭 衣緩や務所の小さな:仁三長

紗著書加爽 ωOPlC書道手話相OPl)、 まE
!l%予約議選2∞汚〈昼食代毛宣言きむ〉

種融盟事韓
両議忌履)

空手くの人!と愛がれている三墜しい

ハ寸モニーと主義がい/1-ソサ IJァ

イをもっ71¥ニニ ジャックスグ我孫

子合理事連量裂と共然。

I>SG寄 31'39臼く料午前9雲寺3号 砂申し込み・整理い合ねせ往復八 /1>滋跨 3勾お臼〈防今後公善寺30

分 ガキ!こ住所、氏名、年齢、往刻、 l分厚繍く午後2鈴誇糊〉

岳製陣所 狭E嘉ぞ子高車工会豊富大会議室農 学級名、機話番苦苦を草意義とし、 3月 11>入場料 乞切O肉〈主主自EB~語〉

砂内軍事 本言語草葺 f翌持活苦1まらみ定員懇 88(水畑正事議〉までlごGW2-5- Iが入緩急静発売高野 耳湾総書霊長室、;.t!こ]

警とのかガわりJ *務総会 23eiEB方我孫子スキ クラブ悪事豪華 |ひらえf、ブックススズキ、策弁護醤

，.g著書軍 王手持'fll夫氏〈約湾毘主韓関長〕 主事世(82)0927へ i 岳、石111署警光号室、ilOぴこヲ tゴス

険主主災 民主主〈参加昇華料〉

b唱し込み・匡奪い合わt主社会福

義Ii嘉議会世く84)1539

ドひまわり警J醸譲!
砂日跨 3月48(ニt)，58C日〉

午事110湾から午後fう時〈叙翠匂基

午後3係主主で〉

惨星島草野 棺R読書室事著者議後会費読

き砂長患い合わせ ひ主主わりき警を絞ら

せるj干繋詩室付雪襲撃童会社、UJ宮 (59)号吉

村〈東務災後内率重革路〕

疑塗での市役目時への滋毒事L〆l立ご幾

重量ください。

砂災害富 市内在住n:議後C殻障害の

ある議40喜重末孫0)主主役<:議襲撃媛資

格を絡するお

歩募集入量建 7告さ

砂'"しil.ib-襲警い合わせ 31'ヲ10

8C主性〉までiご縫霊童議襲、議語整鶏免許

証0)容し、宅主主義〈ライカヰヨU2校〉を

華道祉課へ

tさごノター…、レコードおっぷる、十

一空襲警護活、ダイニζ…我孫子E号、ポ

ピ…、ミリニオン楽器黙殺予防、務

総会館内主主_¥5ひろがり、言語審警塁悪謝

花さま分館、 議室童書室宮干日佐分霊室、 cや央

公E誌館、総そよさで3、秘書笥義務、取

手とう苦きゅう

炉問い合おt主 役会事主襲著書室

長野蒜

d6) 

[??¥j で、

受付1d:3F315臼さま℃
18税務著書 公 (46)2321

F野重曹宵
委譲で!謀、中小企業o新技術、務

総E言鯵!こ践でする主主総草野究主主主三1<):，試

作者受行う主主iこ対し、著書話芸金者E主主役

します。

8炉支苦翼民著書 機内において4年以上

号|在高官聖母一事業竜王繁華3中小会議震響、

災{立法人絡を潟するのせ¥:(E綴者0)

5百然(1.きどしへ大会室経ガ来襲撃重{三空襲撃量

的1之主主豊富し，てい主主い芸謀本土、 総人iこ

絞る〉

b総量主金額 11牛ilOだもう?∞万円

~刻。万F号

砂受f宮殿臼 31'ヨ31Eヨ

炉問い合わt主 壁翼線工労陸3富sI若草
言葉書若草草主義盟似た(23)2445

瞳示室主雨量
殺E喜望欝力者主主遺書韓所1:13月278

〈月)tIをうZ更の尊重吉号へ寝転しき安司。

1>毒事銘先 事告拐事訴給1TEl13…2 

砂締い苦言わt空 気宗務力者3雲繁栄m
措(6<1)3311

重野鶴毒襲撃議噂
智5frt宮署主主力機〈溜~ti宝〉から重量体総

室哲ぎ福祉なンヲ iこと、パンジー

20t革、シクラメン、スノフレー

ヅ、レッドスターなどの花の惑数

万ありましだ。

‘p1王室主言語撮〈主義総合〉から貴重本保事警

護軍lごと、二Elノヅトーンの襲警燈ガ泌

り主主し.7f'o

曹内山韓宝霊童4華〈湖北捻〉かそう主器入者議

祉センヲ rつつ[;妊J!こと、1]ラ

エヰヴセットの言語話器11ありましだ。

襲
撃
議
ぺ
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